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⽬的（#002から変更無し）

建築における新しいＵＩデザインの基礎資料としたい。
建築、都市の領野におけるＵＩ、ＵＸを領域横断的に定義付け、体系化して共有することにより、
関連した⼿法・⼈材・市場を、流通・活性化させたい。

明らかにしたいこと（#002から変更無し）

これらの調査・定義付け・関連付け

調査進捗報告#003

３．⽂献調査

１．ＵＩ、ＵＸ調査

２．建築ＵＩ定義表更新

・定義付けー建築、都市領野 ：学会論⽂集、建築⽂化(インターフェース、ノーテーション等)
     ーUXD、HCD領野：ＵＩ、ＩＡ、関連の書籍

・「渋⾕１０９」「建築会館」を対象にした実地調査
・「渋⾕１０９」「建築会館」を対象にしたＵＩ分析（参考：経路探索関連論⽂、ＵＸマップ）

・草案作成
・ユーザー分類、都市建築内外分類を加味して修正

     ー建築、都市領野 ：学会論⽂集 (経路探索・Wayfinding・空間探索等)

【#002】

【ver.1 / #002】

【#002】
【#003】

【ver.2 / #003】

【#002】
【#002】
【#003】

・⼿法論 ー建築、都市領野 ：建築史関連、調査⼿法等の書籍
     ーUXD、HCD領野：メソッドを網羅した書籍
     ーUXD、HCD領野：ＵＸマップ、カスタマージャーニーマップ関連の資料

・そもそもＵＩとは？
・共有可能な概念、⼿法は？
・建築、都市におけるＵＩ、ＵＸとは？（既存の⼿法の再解釈・新しい⼿法の列挙）
・

研究⽬的(論⽂構成)と成果物の検討#003

＜具体的成果物＞＜⼩⽬的＞

現状優先度⾼ 現状優先度低 掲載要検討

＜中⽬的＞＜⼤⽬的＞
（背景）

建築ＵＩの定義表

ＵＸマップ具体例建築情報学

ロボティクス等の新しいＵＩが
どのような位置付けになるか考える

ＵＩ、ＵＸの定義

ＵＩ、ＵＸ史

ＵＩの拡張的定義

年表（ＵＩ、ＵＸ史と、相関が⾒られる建築史）

ＵＸのメソッドのリスト

ＵＩ、ＵＸ関連の書籍・論⽂リスト

ＵＩ、ＵＸ関連の⽤語集
如何に価値ある関連付けが⽰せるか
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＜渋⾕１０９の調査例＞

＜⼀般化(案)＞
建築のUIとは、建築をつくる、つかう、認識するためのツール群

＜建築会館図書館の調査例＞

建築ＵＩの定義表_ver.2.0

建築外観

センサリング

地図・設計図・写真・動画・模型・ノーテーション等
プレゼンテーション/ナビゲーション

施⼯図

事業計画書

都市

UI群
利⽤者
 ・
 ・
 ・
 ・
 ・

利⽤者

建築内部

建築外観 都市建築内部

QFRONT外観

スクランブル交差点の⼈

109外観 109外観

タワーレコード⽅⾯通り

交差点で待つ⼈

歩道
彫刻

⾚い路⾯
周辺の建物

109エントランス

109上部

交差点を⼀緒に渡る⼈

109ポーチ

109ドア

エスカレーター
エスカレーター上鏡⾯
壁⾯テクスチャ

各階サイン
平⾯図サイン

109サイン

階段

喫煙者

⻘空⻘空
⾚く⾼い建物コンビニ

暗さ

ガードレール

⽩い⾞

灰⾊タイルの外壁

建築会館サイン

飲⾷店

建築会館エントランス

イベントブース

⾃動ドア
各階諸室サイン

ドア、ドアノブ
バックヤード

ガラス開⼝部越しの本棚

受付カウンター

・

利⽤者

運営者

設計者施⼯者

管理者事業者
施主

建築

建築

利⽤者
(散策)

(借本)

建築外観 都市
探索経路順

探索経路順

スケールUI群109外観9外

歩道道
彫刻彫刻

⾚い路⾯⾚い路⾯

ンスンス

109上部9上
9サインサイン

UI群暗さ暗さ
築会館サイン築会館サイン

ントランスントランス

建築内部
建築 ⾏政

服
店員
他の客

学⽣守衛

図書館サイン

椅⼦
検索⽤PC

階段

階段

受付の⼈

本棚

周囲の建物

参考

⼭⽥菊⼦：社会公共分野の計画策定における⼈間中⼼設計の可能性の考察；
⼈間中⼼設計推進機・機構紙2014第10号（⼟⽊領野からのUXD・HCDの研究事例）

スケール

⼤

⼩

⼤

⼩

UI群
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実地調査：渋⾕１０９（ＪＲ渋⾕駅構内〜１０９館内〜渋⾕駅改札前）  ⽬的：都市や建築をつかうためのＵＩを調査する  被験者：本⽥
                                  調査⽅法：渋⾕１０９を訪問経験のある被験者に渋⾕１０９館内を散策するタスクを与え、
                                       同被験者が撮影しながら探索した。

109建物内

改札 出⼝
(吊下げサインは⾒てない)

QFRONT外観 スクランブル交差点の⼈ 109外観
(⼀部隠れている)

タワーレコード⽅⾯通り 交差点で待つ⼈吊下サイン
(⼿前のサインは右へ迂回サイン)

歩道
(奥の109は⾒てない)

109外観 彫刻 ⾚い路⾯ 周辺の建物 109エントランス 109上部交差点を⼀緒に渡る⼈

109ポーチ 109エントランス 109ドア エスカレーター、各階サイン、
エスカレーター上鏡⾯、
壁⾯テクスチャ、平⾯図サイン、
服、店員、他の客（床や柱は⾒てない）

109ポーチ 外部 109前広場109サイン

周辺建物   地下⼊⼝
(サインは⾒てない)

ヒカリエ 交差点を歩く⼈ 渋⾕駅外壁 時計 渋⾕駅改札サインヒカリエ



ＵＩ、ＵＸ #003-4 2016.03.05

本⽥ 司}EaR{ 論⽂研修

実地調査：建築会館（ＪＲ⽥町駅改札前〜建築会館図書館で本をコピーする）  ⽬的：都市や建築をつかうためのＵＩを調査する  被験者：３０代男性  実験者：本⽥
                                     調査⽅法：建築会館を訪問経験のある被験者に建築会館図書館で本のコピーのタスクを与え、
                                          実験者が後⽅から撮影しながら追跡した。

建築会館の図書館内

階段
(エスカレーターを認識間違い
降りると信号待つと思い降りない)

出⼝ たばこを吸う⼈
(煙の臭いで気付いた)

周囲の建物、⻘空
(位置関係把握)

⾚く⾼い建物 コンビニ、階段 暗さ
(階段降りる途中で)

(領域性を感じる)(建築会館が特定できない
が、⾊味の変化は感じる)

(⽬の前の地図は⾒てない)

電⾞時刻サイン

コンビニ ガードレール
(避けるのが⾯倒)

⻘空 ⽩い⾞ 灰⾊タイルの外壁 階段 建築会館サイン飲⾷店

建築会館エントランス
(中庭は認識してない)

イベントブース、学⽣ 図書館サイン ⾃動ドア、守衛 各階諸室サイン 図書館サイン、階段 ドア、図書館サイン、ドアノブ階段

バックヤード
(経路間違い)

ガラス開⼝部越しの本棚 本棚、受付カウンター 受付の⼈、コイン、ロッカー、鍵、検索⽤ＰＣ、椅⼦、検索結果印刷物、本棚、本棚側⾯サイン、本、
コピー機、返却カート、受付の⼈、ロッカー、鍵、バッグ、受付の⼈、財布、お⾦、受付の⼈、領収書
（図書館に⼊ってから本を借りて出るまでの⼀連）

階段



※キーワードで検索をかけ表示された論文を上から順に内容を確認しました。

名文論名者著 ーザーユＩＵ類分ＩＵ象対験実的目
下中 彰大 性男缶ムラド
赤木 徹也 水色の外階段 女性

鰺坂 誠之 物建の調ガンレい赤路街

Ｄ製作所

洋縫雑貨製造Ｅの建物

白黒マンション

Ｇ運送店

宮本 将志

都市空間のイメージ形成のための基礎的資料

性男道歩）橋道歩（路街

宮岸 幸正 性女道車）みの上地（路街

点差交）街下地（路街

人会社段階

歩道橋

スロープ

ーターレカスエ）橋道歩（路街

街路（地上のみ） 横断歩道

機号信）街下地（路街

植物

ストリートファニチャー

手すり

人）橋道歩（路街

街路（地上のみ） 車

スバ）街下地（路街

看板・サイン

ディスプレイ

警察署

事務所

百貨店

駅舎

商業ビル

郵便局

バス停

地下への出入口

百貨店や店舗への出入口

百貨店の庇

ショウウインドウ
三ツ木 美恵子 性男ンイサ路街
宇野 宏司 性女物造建

宗方 淳 道路環境

平手 小太郎 生学大気囲雰

安岡 正人 会社員

主婦
秦 丹尼 人国外るす用利を駅田梅ンイサ
舟橋 國男 案内図

鈴木 毅 ＪＲ大阪駅中央案内所

木多 道宏 大阪市観光案内所

市営交通案内所

案内カウンター

インフォメーションギャラリー

阪急バス案内所

梅田周辺

大阪市サービスカウンター

市営交通案内コーナ

インフォメーション

市営観光バス案内所

ホワイティ梅田総合案内所

みちまちスクエア
野澤 隆秀 生学段階
渡邉 昭彦 受付カウンター

レファレンスカウンター

コンピューター検索機

目的書架

目的図書

経済の書架

架書の学科会社館書図

館内案内板

書架配置図

図書分類板

「経済」の書架見出板

「社会科学」の書架見出板

他の書架見出板

書架内容板

書架小見出板

(日本建築学会「本会発表論文等検索システム」にて検索)

※内容を概観し、実験対象（都市や建築）、UI、ユーザーが掲載されていると考えられるものを10件、試行調査として選抜しました。

不安の増減の関係性と方略の傾向 : 都市空間における経路探索行動時の迷いの構成 (その1)

迷いが発生し解消するまでの不安度の推移、
経路探索に伴う方略、都市空間における
物理的な環境要素に対する注視傾向と
歩行軌跡の把握状況を分析指標とし、
迷いの構成を明らかにする

都市空間における経路探索行動と空間イメージに関する研究 : 大阪梅田地区を対象として

20代の学生

心理変化に注目した経路探索プロセスに関する研究 : 「不安度」を指標とした心理変化シークエンス
心理変化に注目した経路探索プロセスの
モデル化を行う

（新橋ルート1・2、八重洲ルート1・2）

年齢は19歳から45歳まで

外国人からみた経路探索環境に関する研究 : 大阪梅田駅周辺のケーススタディー
ユニバーサルデザインの観点で外国人を含む
全ての人々に分かり易い環境と行動しやすい
案内システムを作ること

2Ｆ西サービスセンター

2Ｆ東サービスセンター

3Ｆ西サービスセンター

3Ｆ東サービスセンター

3Ｆインフォメーション

経路探索行動の発話等からみたA図書館の分かり易さの分析
分かり易い空間構成及びサインのあり方を
明らかにする

　 スタート地点→目的P
→目的Q→目的地

　 ＪＲ大阪駅御堂筋口
→大阪駅前第三ビル

　 阪急梅田三階改札西側
→ヒルトンプラザ・ウエスト

　 ディアモール大阪・第二ビル地下
→ＪＲ大阪駅御堂筋口

　 Ｓ地点
→Ｇ地点

キーワード 検索数 今回分析数

経路探索 198

7空間探索 70

3

既往研究検索結果
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名文論名者著 ーザーユＩＵ類分ＩＵ象対験実的目
上田 聖子 案内板
小滝 一正 標識

大原 一興 施設のサイン
ポスター
看板

警告サイン

店舗

事務所

チケットセンター

駅

特設展示

トイレ

エレベーター

サンクンガーデン石階段

車寄せ

階段

路通設施合複

ドア
サンクンガーデン植栽
サンクンガーデンのツリー

クリスマスアーチ

サンタのオブジェ
木のオブジェ
吊下げオブジェ

写真オブジェ

アトリウムのツリー

人

店内の物

ベンチ

ソファ

観葉植物

自動販売機

公衆電話

自動車
林 絵美菜

羽田空港

サイン案内 羽田空港初利用者
古賀 紀江 柱

階段

吹き抜け

家具

物品
古家 義浩 生学の学本るれ訪を設施てめ初板向方院病Ｏ
渡邉 昭彦 板名室院病Ｔ

徳高 吉則 平面板

鈴木 崇広 ホール

Vo Nhu Thang 廊下

待合

外来アトリウム

ホールの壁・天井

廊下壁・天井

受付カウンター

エスカレーター

エレベーター
渡辺 昭彦 者験被板内案内館館書図Ｉ
深尾 真 板出見架書館書図Ｋ

小舘 啓一 図書分類板

書架内容板

情報レファレンスカウンター

情報検索機

階段

郷土参考資料室

本の背表紙

図書分類番号
中村 浩一 Ａ地域文化広場 館内案内板 建設工学の学生
渡邊 昭彦 Ｂ市勤労福祉会館 方向指示板Ａ

三井 雅貴 方向指示板Ｂ

白井 聖記 廊下Ａ

廊下Ｂ

廊下Ｃ

廊下Ｄ

廊下Ｅ

廊下Ｆ

廊下Ｇ

廊下Ｈ

階段Ａ

階段Ｂ

室名板

複合施設の空間認知及び経路探索における昼と夜の違いに関する研究 : Tビルでのケーススタディ
施設利用者の空間認知及び経路探索に
ついて、複合施設における昼と夜の違いに
ついて考察

建築系20代大学生男女

 （Tビル）

B1Fツリー

羽田空港における探索行動の特徴 : 「視野」と「環境の要素数」に着目した分析 
大規模空間における探索行動の特徴について
明らかにすること

羽田空港利用2回目の者

初診受付を目的室とした空間視認分析方法の研究 : 総合病院におけるアイマークを利用した空間探索行動の研究 その1

初診者が空間情報とサイン情報の情報空間を
どのように視認・思考し、経路の選択を行い、
目的室到達の問題解決プロセスに着目し、
空間への視認を明らかにする

公立図書館における探索方法と情報視認からみた空間探索行動の解析 : その1. 探索方法の変化の解析
探索行動時における探索方法と情報視認の
相互関係を明らかにすること

1階の書架

2階の書架

情報と動線からみた空間探索行動の分析 : 複合的な地域公共施設における空間認知に関する研究

複合的な地域公共施設における空間構成の
分かり易さが何に起因し、それが利用者行動に
どのような影響を及ぼすかを明確にし、
今後施設が計画される際の指標を提示すること
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B. 実地調査や論⽂調査で挙げられたＵＩを、
 ＫＪ法、ＫＡ法(ＫＪ法を発展させてUXを考慮して価値を抽出する⼿法)
 でまとめて、建築ＵＩの意味や価値としての建築ＵＩのカテゴリー(⽬的)を定義する。

C. UXD、HCD領野の論⽂でも経路探索関連の論⽂を調査し、建築・都市領野の論⽂と⽐較する。
  センサリング関連はUXD領野(ユーザビリティや⼈間⼯学等)の⽅が、多いと推測される。

D. 上記を、年表として整理し、⽐較分析する。

E. 建築のセンサリング関連の論⽂を調査する。

F. ・建築プレゼンに含めていくべきUXはどのようなものか考える。
 ・センサリングで代⽤していけるものがどのようなものか考える。

A. 実地調査実験のユーザーの種類を増やしてUIの違いを調査する。

・２ページ⽬の修正した建築UIの定義表について、重点的に協議したいと考えています。

ＵＩ列挙・類型

異業種⽐較

成果物

今後の作業⽅針（案）

今回の協議事項（案）


